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論 文

 ・内 容安

 O日

研究目 的

  私,ヒ もほU-SOhlinge型i環 汰双極・誘導々干せ 使用する こと により, 径」譜胱鏡的尿懲筋『L111必

 上初めて安清 した波形を記録する ことに成功 し, 以来, 尿管 虜電図の臨束応 F目を試みて、畏 た。 上

 部尿路 突声々者二う 「招'て懐求 黛1一機藷に巽営を示すものが多 く, 尿管窃電 ト畑まその診断に役立つが,

 徳)れ定 』勃遍 判ノ達 する :・こは一定の基準 が必要で今る。 しか し, これまで報告 され て来た測慮直

 ・.丈 レ・ずれも少数・!1 に,!ll` づく ものであり, 多数1列 に基づいた厳格な 正常値の決定が必.廿芒に なつ て来

 る. そこで, 私は上 劃脈絡に'畢 話のな い成 人66例, 各種上部尿路疾患々者73列を婦裂に して

 貴駐内誘導による人求萱 伍電図の旺常値 の決遣を試みた。 さ らにこれ とi男連 した種々の尚題, す

 なわ ち, 筋電図にみ らil 偽活 旬電位の波 形, 尿管上部と下都の 誘導部位に ょる差異, 左右尿管σ)

        忠.と 舵奪蠕 肋の.鋸係, 尿1.、‡ 鴎廻連 させた蓬膀内注水寺 に蔚ける尿管蠕動の変

 化, ・鄭挙動の悶頂等純ついても頭々喰討を加え、た。

              実験方法

  電'鞍1縦巨雛 窪. r… σηのU一 ト〕 ch].i山雲 e熱 嚢状反・'ヌ 誇ギ婁 々子を経膀胱鏡的に尿省内 シ〔挿入 し, 誘

 電剰 を記録 した1。 :訪電 計iコニ 1ヨ ニ{』ノご電工業裂B土 (⊃ Phys '二 (:aユ A疏PliPhier R B - 2 を・i吏用

 し, ll寺定数に虹 e.5秒と した。 1把二ま速1ザは必 葺、“iΣ1 じ〕豊 旺 2. 5, 5・ 0, 1〔〕・0 朋 /Sec と した。

              検査対訳

  1 8才からア8才まての上部上灘福⊂轟嘗の ・1= 1/・成人66列, 1首藷石症 22剛, 尿管岩石症15

 {々ll, 腎結核10151, ・称婆腎盂2」ナ11, 督形成不老2列, 腎盂腎炎10 別,,左走督4例, 単腎患者

 10 可, 計!59列について各盤の険陛を行なった。

 検査成1譲

  1) 人尿管誘電勾に お・ける1古曲電位の覆形。 正 前, 提 物恥を場わず, 賜注前放電, 陰跳王放電,

      …1湯・些 後 放竃 をもつ基本的な波 形か記濠 された。 また正 常例では正蠕動 放電 のみで返

 、.、1 蕨ままった ぐ現われなかった。 2) 尿雪 の誘導音随アによる筋電図上 の差 異。,建康成人10!列 冗

 ついて蝿べた 三者果,,孜電 間隔, 張囁, i寺続1噺 鵡ま灰雪上部と下部とでほとんど鴇がなかったが,

 矯.講・狂'乏 一〔 上部 だ〕 下部の方で丞いことが認められた。 放電間隔が尿管の上 都と下 郁とで琶改 し

 ている 乙と 1廼霧動が宣音1紛乏 管の上部よ り下 部へ伝播 する ことを示す bのと 惨え られたっ 5) 左右

 星'羨'の 窃電頭上の 郵皐。 建嚇成人10例につ いて周べた情果, 左右尿管で護.誰 鞍で づ,・、・、 と、 で量ら
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 ない 1!二 と 旋 ^燃 ら二ltた。 そ一 して 筋電図上の測走直は左右ほ 団司一で.ち つた。 4) 尿量と 尿管虫,i二 動

 物蝋係。,・ン琶1.1乏成人10例を紛1泉にして, 6.6%マニ トル.容液を静注して利尿をはかり, 尿量と尿

 働1,彫鄭う関系を検査 した。 i)尿 董.が一,1老 していれぽ乏 ら持寺, 多 尿痔 にか ㌧わ らず放一晦1 間隔' ll二且ほ

 ほ一致 してt〆〕た。 そ' してこれ が個々の尿管の蛋,i,1勤の 1ξ本i l勺 paceと 考え られた。 基本的 Paceに

 変動を超すのは廃老 していた尿量が,書、に'変化するときてあることがわかった.。 すなわち,・ 尿量.が

 曽、増づ』る と放電は頻発一する が, この」'曽加 した尿董±がそ'のま、持…可売〒す一、}tllず.うダ電r副隔1'ま1矢箆 1"こ延・長 し,,

 尿量が'曽 扼する 前の paC 碑こ戻る ことが判月 した。 また尿量が減少すると放電間隔 は一事延長す

 るが, ・,成少した尿駕.がそのま ＼持続すれぱ, ふノと、ひ'前のPaeeに喋ることが、認められた。 li )

 尿量の 変化 に附 遭 して放電1短隔 が・変化 する とき 1"⊂は, 伝播 遷度は放電間隔 の変動とと も に増,減す

 るの が、認められた。 しか し振幅, 峙紡1時間は尿量お・ 』二 び放電蘭麝の変.珈'こ関係なく一定 していた。

 5) 尿量と関連させた膀胱注 zl(稀 にお・ける 尿管蠕・動の・変1七。 膀∫胱内1⊂生.理的食塩水を注入する と

 き, 注水搦、がある 値以上になると放電間隔の短縮が起るが, このような 変化 が起るまでの経過博

 聞は尿量が多いほど短い こ. と力草i唄 した。 さらに尿量が多ければ, 膀胱内#て蓄積された量が少な

 くても変化が,起る ことが認められた。 6).吐,暫尿管・の一'、万雷,郵の諾1則定値。 建・薫成人66・列 につい

 て測定 し・ そ(う998%曾ii郎艮界を求 め、矯.ξ呆, 正覚.・趣D…抱囲はつぎのよう匠なった。.,放電間隔

 6・ ロ～5 5. 7秒, 演1畠 ロ」 5～1・ 02mV・ 1寺 {1充1卿・ll l.1・ 2- 1' 01少, 1云11!善=蝦20～66・4%・

 7) 近端動につい て。 1).厳1拗の発室の仕方 晒二貯Fをな して発生する矧, 正蠕動と.正蠕動の間

 1て 1 1固 ノ乏 きす [虹曳経助 ヵ∫う老 牛ヒづ、 る え魍,.i邑.藩・助 と.i重玄、1,ン均 と の:琶'1 に 哩 固 ノ乞 `づ一.[E癬,琶功 力三 手巻香住づ一 る '堕,

 のみが薬喰する型翁よ ひ王難i動と.逆知言1功か'交互 正規、!フれ る一義り 5剋かみられた。 こゆ 5型のf見わ

 れる 顔,疲 は上記の績で あった。 ii )大ll扮の症:1∫瑳では.1ピ蠕動,1: 鎗敷1、鋤へ 移行する ¢)は異 伽て疑

 い放 '軸 眺趣D 後であ り,.逆蠕』1む 」二 り正卸li功へ一1・多 行ずるの1コ、 キ這いli暦齢41隔 `t)後であった。 しか しま

 れ rこ は この.逆の こと も あっ た。 副) 逆ll、宅勤 の.改選 1'二=隔 ゼ 一1↑t哲こ・延受 してい プこ。 しか し非 常 1・こ短 い

 場合もかなりみられた。 イ.長幅, 待続1寺内, i'" 一一 一' '" 名 して有感¢)・裏はみら∫れ・なかった。

 した がつ て, ',1放電 の発 生. の ・仕方は異なつて も,.・ヨ瑠,㌃. !カ とil鶉,・一,.:・り とでは筋電図 上 の・注.貫は一致 したも

 のと考 え られた。 8)尿管活、助電位 乏)正 常1直 り)青黛。 今司 の検査で決定 した正常1直の姻、蔓・iを、越え

 る もの に, つぎのような疾,憲,カ{イ,穿 ・う られた,),放'屯 岡篇 D重長一ii一る 毛, のと して ぱ, 督結石症, 尿二首

 縮石症, 督精核, 胃形成不老, 一瓢夏腎盈掲・よび精二孟・i叡:(の・一部蓮1刈かりり,.}文亀 断.i赤D駈,…着する

 ものと しては, 1,爵孟腎炎の一部の・産画が認 ヌ)られた。 j.忌…f昌の異常に大きいも(つ1ま単賢者の尿管に

 認め られ た。 しか し持続・静間の異常を 示す庚 ・憲 は.怨 め られ なかった。 伝1'訪盛.工 に灘 しては, 腎細

 石・症, 尿盾1爵6'産, 腎1油亥, 腎孟腎炎のそれぞれの一1棺⊂減少が認め られた。 こび)。ヒ う£, 正常

 ・匝朔外の,:旦を損す疾患が多散存伍することから, 今創定めた正、』衡直は充分臨床的に意.髭ある もの

 と ゴ考'え ら茸t る。
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 審査結果の要旨

  経膀胱鏡的尿管筋電図を臨床応用するために, 著者は尿管筋電図上の正常値の決定を試み, さ

 らに これと関連 した種々 の問題 につい て検討 を加えている。 健康入66例, 各種上部尿路疾患々

 者1 39例を実験対象と し, U-SCh■i且ge 型環状双極誘導々 子を使用して尿管筋電図の記録

 を行在い, 以下のような結果を得たのである。.すをわち, 1) 人尿管筋電図における活動電位の

 波型。 正常・ 異常例を問わず・ 陽陸前放電,陰性主 放電,陰性副 放電,陽性後 放電 をもつ基本的な波 形
 が記録 され為 また正常例 でば正蠕動 放電 の駁'逆蠕動 ねみられな かった。 2 )尿管の誘導 部位 に よる

 筋電図上の差異b 鶴康成人に語いては, 尿管活動電位の放電間隔, 振幅, 持続時 間は尿管の上部

 と下部とではほとん ど差はなかったが, 伝播速度は上部より下部の方 が速 いことが認められ た0

 5) 左右尿管'の筋電図上の差異D 左右尿管では放電は同期 して起ら左いことが認められ, また健

 康成人では筋電図上の測定値は左右低 判司 庚あ つ た。 2)尿量 と尿管蠕動の関係。 尿量 が一定'し
 ていれば乏 尿時多尿時にか ＼わ らず放電間隔はほ 讐一致 しているのが認め られた。 この一定 した

 放電の Pace に変動を起すのは 安定 していた 尿量が急、に変化するときであることがわかつ た。

 す左 わち, 尿量 が急.増すると放電は頻発 し, また尿量が急減すると放電間隔 は延長するのが認め

 られ, 尿量が安定する と変化前の放電間隔 に戻るのが認められ た。 また放電間隔 が変化 するとき

 には, 伝播速度は放電間隔の変動とともに増減すること も読められ た0 5) 尿量かよび膀胱内蓄

 積量と尿管蠕動の関係。 膀胱内蓄積量がある値以上に惟る と放電間隔 の短縮が起る が, このよう

 左変化は尿量 が多 いほ ξ速かに起ることが判明 した。 また尿量が多ければ膀胱内 に蓄積された量

 が少なくても変化 が起ること が認められた。 6) 正常尿管の筋電図の諸測定1島 鍵康成入66例

 について測定 し, 998%信頼限界を求めた結果, 正常値はつぎのように左つた。 放電間隔 丘0

 ～557秒ヲ 振幅 0・15～ r.02mV・ 持続時間 0.2～ {、0秒∫ 伝播速度 2.0～6 6・ 6耽/秒0

 7) 逆蠕動について。 その発生の仕方には 5型ある こと が認められた。 大部分の症例では正蠕動

 より逆蠕動 へ移行す る'のは異常に長い放電間隔の後であり, 逆蠕動より正蠕動へ移行するのは短

 い放電間隔の後であった。 道塗!言動の放電間隔は一般に延長 していた。 しか し, 振幅, 持続時間,

 伝播速度は正蠕動に比して有意の差はみられなかった。 B) 尿管筋電図の正常値の意義。 今回決

 定 した 正常範囲外の値を示 す疾患 が多数存在することが認められたことか ら, 著者 が定めた正常

 値は充分臨床的に意義ある ものと考えられた。 以上のように著者は尿管の機能を尿管筋電図法を

 駆使 して深く追求 し, 新知見を得サ さらに経膀胱鏡的尿管筋電図法の臨床的価値を立証 し得 た業

 績は 充分大 学院 終了に価すると考え られ る。
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